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令和５年７月２８日 

 

令和４年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

米原市立柏原小学校 米原市教育委員会 公立 

 

１．学校における特別の教育課程の編成の方針等に関する情報 

学 校 名 特別の教育課程の編成の方針等の 

公表 URL 

柏原小学校 https://kashiwabara-e-
maibara.edumap.jp/links/links/view/53/1f1e5915f80d58ee992a38d598f0
9695?frame_id=114 

※必要に応じて行を追加すること。 

 

２．学校における自己評価・学校関係者評価の結果公表に関する情報 

学 校 名 自己評価結果の公表 URL 学校関係者評価結果の公表 URL 

柏原小学校 https://kashiwabara-e-maibara.edumap.jp/about/page_20200819013727 

   

※必要に応じて行を追加すること。 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

  ※（１）で「一部、計画通り実施できていない」又は「ほとんど計画通り実施できていない」を選択

した場合は、必ず記載する。 

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 

  ＜特記事項＞ 

    学校だより、学年だより等の通信に MET との英語科の授業の様子を紹介するなどして、保



   

 

   

 

護者への理解を図っている。 

 

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

本校の学校教育目標は、「心豊かに、しなやかに生きる子ども」である。その中にあって、英

語科を広い意味でのコミュニケーション能力を育成するための教育の一環として位置付けてい

る。日本語とは異なる英語という言語に触れることにより、言語の面白さや豊かさ等に気づかせ

たり、言語に対する関心を高めこれを尊重する態度を身に付けさせたりすることなどを通じて、

対話の手段である言葉を磨くように取組を進めてきた。今後も、小学校から中学校までの９年間

を通して、日本語とは異なる英語という言語に触れることにより、思考力、判断力、表現力、対

人関係力などを伸ばし、生きる力となる自立心を高めていきたいと考えている。 

令和４年度の１学期末の学校評価では、子ども、保護者、教職員がそれぞれ英語科に関する評 

価を行っている。その結果、９割以上の子どもたちが、英語の授業を楽しんでいることがわかっ 

た。保護者アンケートでも、「子どもたちは英語の授業は楽しいと言っている。」という項目 

で、８割以上の方が肯定的な回答であった。「英語の授業では進んで英語を使っていますか。」 

という項目でも、８割を超える子どもたちが肯定的な回答をしている。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

本校は山や田園等に囲まれ自然豊かな地域にあり、また、校区には柏原宿があり、かつては 

宿場町として栄えていた。学校の前には国道２１号線が通っているが、交通の要所としていたこ 

ろとは様変わりし、人口減少も進んでいる。全校児童数も減少の傾向をたどっている。インター 

ネット上で外国の文化に触れる機会は多くても、体験を通しての異文化交流としてはなかなか 

成立しがたい。このような状況からしても、やはり英語の授業のもつ意義は大きいものと考え 

る。義務教育の目標でもある「外国の文化の理解を通じて、他国を尊重し、国際社会の平和と発 

展に寄与する態度を養うこと」にもつなげていければと考えている。 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

  「文字の読み書きに抵抗を感じている児童は多く、そのことが英語が好きではないことにつな 

がるおそれがある。」ということで、本校では、特に「書くこと」の指導に力を入れてきた。低学 

年はアルファベットに慣れ親しむこと、中学年は大文字と小文字の認識と一致、高学年は既習表 

現を書き写すこと、アルファベットの習得を目標においている。 

具体的には、英単語のスペルを MET の発音を聞き取って、筆記するテストを定期的に行ったり 

アルファベット自体の書き取りに力を入れたりしてきた。また、中学年では、ローマ字の練習に 

力を入れ、市の学力状況調査の結果も以前は、正答率が５０％を下回っていたものが、４年度は 

１００％と良くなってきている。少しずつではあるが、書くことに対する抵抗が少なくなってき 

ている様子が見取れる。今後も楽しい会話も、聞く力も文法ももちろん大切にしながら、本校で 

はアルファベットの「読み書き」をひらがな同様に丁寧に指導し、文字に対する苦手意識を生ま 

ないようにしていきたいと考えている。 


